
 介護支援専門員更新研修(実務未経験者)・再研修における【希望制受講】の科目について 

群馬県介護支援専門員更新研修（実務未経験者）・再研修では、厚生労働省が示した研修カリュキ

ュラムには含まれていませんが、介護支援専門員として活動する上で役立つ科目が含まれています。 

具体的には、令和２年１月９日（木）実施の 「介護保険認定調査員研修（４時間）」、令和２年１

月２１日（火）実施の「アセスメントツールによる居宅サービス計画の作成手法について（３時

間）」です。受講することで受講日数及び受講時間は増加しますが、受講を希望する場合は、参加申

込書の所定欄に○印をつけてください。 

当面、介護支援専門員として働く予定の無い方、平成２１年度以降に群馬県で実施している実務研

修を修了している方、既に所属事業所等でアセスメントツールを使用している方等は、あえて受講す

る必要はありません（希望科目を受講しなくとも介護支援専門員証の交付申請が可能です）。 

１．介護保険認定調査員研修について 

「認定調査員研修実施要綱」（国）に基づき実施します。市町村が認定調査を事業所等に委託する

場合、調査を行う介護支援専門員はこの研修を修了している必要があります。修了者には、この研修

（介護保険認定調査員研修）単独の修了証明書を交付します。 

なお、認定調査の内容は、平成２１年１０月から、現在実施されている内容に変更されています。

このため、介護支援専門員登録番号の最初の４桁が１００８以前の方は、この研修を受講することに

より、認定調査員として調査を行うことができます。介護支援専門員登録番号の最初の４桁が１００

９以降の方は、既に、ご自身が受講された実務研修の中で受講済ですので、今回の研修を受講しなく

ても調査を行うことができます。 

認定調査を行う見込がない方は受講不要です。 

 

※介護保険認定調査員研修に関するお問い合わせは、県庁介護高齢課企画・介護保険係 

 （電話：027－226－2562）までご連絡ください。 

 

２．アセスメントツールによる居宅サービス計画の作成手法について 

「利用者の置かれている状況の把握」、「生活上の支障・要望などに関する情報を収集」、「心身

機能の低下の背景・要因を分析」、「解決すべき生活課題（ニーズ）と可能性を把握」といった要援

護者へのアセスメントを行う上でアセスメントツールを活用した居宅サービス計画書の作成手法を５

つの方式（「インターライ方式」、「包括的自立支援プログラム（三団体ケアプラン研究会方

式）」、「ケアマネジメント実践記録様式（日本社会福祉士会方式）」、「日本訪問看護振興財団方

式」、「全国社会福祉協議会方式「居宅サービス計画ガイドライン」」）の中からいずれかを選択し

ます。 

選択にあたっては、現在所属している法人・事業所で使用しているアセスメントツール、一般に使

用されている割合、自らの基礎資格等を参考に選択することが多いようです。 

下記の表及び別紙「課題分析方式の概要」も参考にしてください。 

●過去の受講割合 

課題分析方式 平成３０年度 平成２９年度 平成２８年度 平成２７年度 

インターライ方式 ６０％ ５７％ ５３％ ３８％ 

全国社会福祉協議会方式 ２３％ ２９％ ３６％ ３６％ 

三団体ケアプラン策定研究会方式 １３％ １１％ ８％ １６％ 

日本社会福祉士会方式 ３％ 2％ ２％ ６％ 

日本訪問看護振興財団方式    １％ １％ １％ ４％ 

 


